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呉市内宅地盛土の崩壊事例と
訴訟対応 （斜面工学２００４．３．１５）

（株）環境地質

 稲垣 秀輝

概 要

盛土崩壊の事例
 花崗岩～マサ上の盛土

 地質構成・排水溝の不足
による集水効果

 集中豪雨による崩壊

訴訟対応
 斜面下→上側住人

 人災か天災か

 個人の所有斜面への責任

市街地で崖くずれ発生

訟の争点

石積擁壁の老朽化

石積擁壁の緩みなどの地盤状況

豪雨などの崩壊原因

石積擁壁の保全瑕疵責任

被告から崩壊原因の調査を依頼される

崖下の被害者（原告）が崖上の加害者（被告）に損害賠償の訴訟

査の内容

) 資料調査、空中写真判読 地表地質踏査 ボーリング調査 周辺の構造物調査 降雨と崩壊の関連解析

査結果の裁判所への提出

昭和初期に作られた石積工で、老朽化が進んでいる。

崩壊箇所周辺の石積工は、崩壊箇所と同様に緩みのあるものが多いほか、地表排水溝の不備も多い。崩壊石積工だけに緩みがあったわけではない。

崩壊地盤はマサ上の盛土部分の崩壊で、呉市街地での典型的な崖くずれの地盤で、その原因は連続雨量256.5mmの豪雨による、地下水の上昇と敷地外を含む周辺表流水の
集中である。

石積擁壁の保全瑕疵責任を超える自然災害で、本地域のような水を集めやすい地盤地形、地盤条件の場所では個人の瑕疵責任をとえない。

結審
賠償額の大幅な減額

図－３ 訴訟対応の流れ図

調査地の地質 広島花崗岩（白亜紀）

崩壊地周辺の平面図

集水地形

排水溝が詰まり敷地に流入

崩壊地の断面図（修復後）

降 雨

表流水

地 下 水

崩壊
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ボーリングと断面の位置
ボーリング No.1

ボーリング No.２ 斜面崩壊が多発
した集中豪雨

２日間で256mm

土砂災害多発
 呉市内で数百ヶ所

呉市内は過去にも集中豪雨による被害多い

過去の主な土砂災害

過去の災害に匹敵する降雨量

２日間雨量
 枕崎台風 ２４４．６ｍｍ

 '67年梅雨 ３０５．４ｍｍ
'93年梅雨 ２５６．５ｍｍ

呉市内の過去の災害分析 １

綱干 1972

 '67豪雨を分析（呉市）

災害発生前日まで2週間
（事前降雨量）～当日日雨量

（降雨強度）の相関をプロット

→ 限界雨量曲線

今回の事例の場合
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呉市内の過去の災害分析 ２

鈴木・小橋 1981

 半減期Ｍの実効雨量ＤＭ｛下式｝に対しＤＭ＞55ｍｍで危険

 タンクモデルも有効だが、パラメーターが多く取り扱いが難しい
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崩壊要因のまとめ

地質条件

基盤に風化花崗岩、表層に崩積土・盛土

地形条件

もともと集水地形

排水溝が詰まり雨水が流入

気象条件

事前降雨量・降雨強度など土砂災害の多発する気象
条件が揃っていた。

擁壁

古い練り石積み。裏込め、排水なし

斜面の管理責任に関する訴訟の概要

全壊

裁 判
○損害賠償
○土砂撤去
○擁壁設置

主な争点

訴状
 賠償金＋慰謝料

 土砂の撤去

 コンクリート擁壁の新設

理由
1. 昭和初期に造られた古い擁壁

2. 二箇所で膨らみが生じ目地にひび割れ
が生じていたため、再三修理を要求した
が無視された

3. 雨により地盤が緩み、石垣や土砂が崩
壊した

4. 石垣は、土地の工作物であるから、本事
故現場は土地の工作物につき、設置保
存上の瑕疵があったというべきである

答弁書
 土砂は撤去済み

 擁壁は建設中

確認

２．は否認する

３．は認める

４．は否認する

１．は認める

裁判に工学的視点を持込む

斜面（擁壁）崩壊

管理者の責任

地形・地質

排水溝のオーバーフロー
雨・豪雨

擁壁の性能・管理

斜面崩壊は複数の
要素要因が
原因となる

要素要因毎に
原因や責任を
分析する

結 果

被告側の意見がほぼ通りで解決

賠償金は大幅に減額(約９５％の減）
同時に多数の崩壊が起こった豪雨

過去の事例からも災害につながる豪雨である

集水地形・公共排水溝からの雨水流入
個人の力の及ばない部分

天災としての要因が大きい

管理者（個人）の責任は一部
公共にも責任あり、資料開示
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結 論

自然科学・工学的手法は司法判断に有効

事前評価やハザードの公開などさらに有効

問題点と課題

斜面工学は工学の分野だけでなく司法界・経済界・個
人などには認知されていない

総合工学としての斜面工学の必要性をアピールする

他の分野との連係が必要

斜面工学と他学問分野との関連

図2.1.2　斜面工

社会工学 人間工学

生態学

生物学

土木工学

地盤工学

地形学 気象学地質学

斜面工学

斜面工学が取り扱う地勢的位置

図2.1.1　斜面工学の扱う地勢状況

海

平野 丘陵地

山地

都市工学

人口は密集するが面積

斜面工学

面積としては日本の大部分を占める

農業工学

平地は稲作，傾斜地は畑作中心

斜面工学とはいろいろな側面

自然

図2.1.3　斜面工学の４つの分野

環境

維持管理

人

景観・計画

防災

Thank You !


